
令和 6年 5月 31日 

小規模多機能ホーム きいちご倶楽部 

令和 6年度第 1回 地域運営推進会議 報告書 

 

日時：令和 6年 5月 27日 

場所：グループホーム暖らん 

出席者： 

高齢者あんしん支援センター 1名 出雲市役所高齢者福祉課 1名 

民生委員・福祉委員 1名 社会福祉法人星隆会理事長 1名 

施設職員 1名 

 

配布資料 

①会議資料（本資料） 

②小規模多機能型居宅介護サービス提供状況報告書 

 

＜ご利用者の状況＞ 

１．登録状況 

5 月 22 日現在、16人の方に利用登録いただいています（登録定員：25 人） 

要介護度と男女別の人数は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢と男女別の人数は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男性 女性 計 

要介護１ 4 4 8 

要介護２ 1 3 4 

要介護３ 1 1 2 

要介護４ 0 2 2 

要介護５ 0 0 0 

計 6 10 16 

年齢 男性 女性 計 

60 歳代 0 1 1 

70 歳代 1 2 3 

80 歳代 4 2 6 

90 歳代 1 5 6 

計 6 10 16 



平均要介護度：1.88  

 平均年齢：85.38歳  

 

２．サービス提供状況の推移（登録人数、通い、泊まり、訪問） 

  直近２カ月の実績数（延べ数） 

月 通い 訪問 泊り 

4 月 230 237 38 

5 月 236 256 44 

 

  

別紙「小規模多機能型居宅介護 サービス提供状況報告書」も参照してください 

  

 対前月比 

  3月半ばから退院された方の利用が通常に戻った事と 3月末より新規の利用が増えた事により 

 通い回数の増加につながった。 

  訪問については 3月から服薬支援のための訪問を追加したため増加した。 

  泊りはほぼ同数となった。 

  

  ３．４月～５月 行事・レクリエーション 

    4月 1日（月）～2日（火）菜の花と桜の花見 

参加者：1日 2名／2日 5名 

 斐川まで菜の花と桜を見に出掛けました。 

 桜の花は満開までいま一つでしたが、菜の花は満開でした。 

 ご自身のスマートフォンで写真を撮られる方もおられ、季節を感じていただけたと思います。 

また、「斐川の方まで来ることがない」と話され、来てよかったと感想を言われていました。 

 

 

    4月 12日（金）チューリップ見学 
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     参加者：5名 

      斐川のチューリップ畑までチューリップを見に出掛けました。 

      「久しぶりに連れてきてもらった」「こんないいところに連れてきてもらって」ととても 

      喜んで下さり、涙ぐまれる方もおられました。 

 

    4月 19日（金） つつじの花見 

参加者：3名 

勝定寺までつつじの花見に出掛けました。 

満開のつつじを見てとても喜ばれていました。 

 

    4月 23日（火） 桜餅づくり 

     参加者：8名 

      春という事で桜餅づくりを行いました。 

      ご利用者と一緒に生地を焼き、餡を自分で包んで召し上がってもらいました。 

      皆さんご自分で包んだ桜餅をぺろりと完食されていました。 

 

  4月 23日（火）職員会議 … 利用者様の生活状況の確認と支援方法について 

 

    5月 16日（木）～17日（金） かしわ餅作り 

     参加者：16日 8名／17日 10名 

      端午の節句に合わせかしわ餅作りを行いました。 

      全員で生地をこねてもらい、餡を包んでもらいました。 

      女性の方からは「昔は作っとったけど、久しぶりだわ」と懐かしんで作られていました。 

      15時のお茶に蒸したてをお出しすると、皆さん「おいしい」と喜ばれていました。 

 

  5月 28日（火）職員会議 … 利用者様の生活状況の確認と支援方法について（予定） 

 

４．研修受講 

  内部研修 

   4月  4月 23日実施 認知症及び認知症ケア  

   5月 5月 28日実施 食中毒（予定） 

 

５．入退院 

  令和 6年 4月～5月入退院なし。 

  

６．事故報告 

対象者：93歳 女性  令和 6年 5月 14日 10時 30分頃発生 

    入浴に向かう際にテーブルの下に薬が 1錠落ちており、入浴時にも服を脱いだ際に 1錠落ちた。 

    ご家族に連絡し、謝罪する。 

    1錠は朝・夕に服用されているため、夕食後薬の可能性もあるため中止とし、もう 1錠は朝のみの薬



のため服薬させてほしいとの事だった。13時 40分に服用して頂いた。 

    また、自宅での服用方法を伺い、口に入れているとの介助方法だったため、施設でも介助方法を見直

し統一することとした。 

 

７．避難訓練 

  5月 21日（火）11：00～11：30 日中出火想定 

   参加者：利用者 9名（内 1名避難済み）職員：8名 

   倉庫配電盤が漏電し出火したとの想定で行う。 

   今回は出火元を告知せずに行い、火元を探すところからの訓練を行う。 

   避難誘導に関しては概ねスムーズに行うことができたが、通報に関しては通報する職員にきちんと

情報が伝達できておらず、消防からの問いかけに対して答えるのに時間がかかってしまった。 

   避難完了までの時間：4分 42秒 

 

８．サービス評価 

 外部評価の実施 

    サービス評価総括表の確認 

     

９．質疑応答 

  １．避難訓練をされているが年 1回の実施なのか？(民生委員様) 

    ⇒火災については年 2回実施している。次回は 10月か 11 月頃を予定している。 

     また、8月か 9月には BCP に沿った机上訓練を予定している。(管理者) 

  ２．避難訓練の今後の課題はなんでしょうか？（市役所高齢者福祉課様） 

    ⇒避難誘導そのものは順調に行えたが、情報の伝達がきちんとできていなかったこと。 

     また、防災委員さんなどの地域の方と協力して行えればよいが、平日に訓練を実施するため、

なかなか難しいのが実情。(管理者) 

  ３．レクリエーションをいろいろされており好評のようだがどのような工夫をされているのか？  

(民生委員様) 

    ⇒ご利用者様の生活歴や過去の経験を活かしたレクや四季を感じてもらえるような外出を計画し

ている。 

     桜餅や柏餅を作った際には職員よりも手早く上手に作られる方もおられた。(管理者) 

     さつま芋の苗を植えた際には植え方などを利用者の方に教えていただき勉強になった。    

(理事長) 


